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市民意見募集（パブリックコメント）結果 

 

 「和歌山大学前駅周辺地区地区計画（素案）」に関するご意見を募集した結果、２５件のご意見をい

ただきましたので、次のとおり公表します。 

 

■募集案件の概要 

 

募集案件 和歌山大学前駅周辺地区地区計画（素案） 

受付期間 平成２１年５月１５日～平成２１年６月１５日 

ご意見の件数 ７名・２５件 

 

■ご意見の概要と市の考え方 

 

No ご意見の概要 市の考え方 

１ 

地区計画について 

●この地区計画には反対で 

ある。見直しを求める。  

●市街化調整区域における 

大規模開発は基本方針に反 

する。 

●市街化調整区域で地区計 

画制度を利用して開発する 

ことに賛成。 

●特定の者の利益となる地 

区計画に反対である。 

●マスタープランにおける 

新規都市機能整備地区が大 

規模商業施設の開発を認め 

る理由とならない。 

●森林伐採は最小限に抑え 

るべきである。 

●水害等の災害発生への対 

応ができているのか。 

 

地区計画は、当該地区について目標、整備、開発及び保全に関

する方針を定め、良好な住環境及び快適な都市環境の形成を目指

すものです。当該地区は既に土地区画整理事業認可を受け、宅地

造成工事と新駅設置工事が着手され進行中です。周囲には大規模

開発団地、和歌山大学等があり、市街化調整区域ですが、和歌山

大学、開発団地、土地区画整理、新駅が一体となった都市を形成

することになります。また、和歌山市は第二阪和国道と国道２６

号をつなぐバイパス道路を都市計画決定して建設する予定です。

民間開発と合わせて都市施設の充実を図り、さらに、無秩序な開

発を制御するため、地区計画により土地の利用制限や建築物の用

途制限を定め、適正な都市の形成と発展を目指します。 

 現行の和歌山市都市計画マスタープラン（以下「都市マス」と

いう。）では、市街化調整区域ではありますが、複合都市機能整

備地区、新駅及び駅前地区の計画的整備促進、拠点開発による新

規都市機能整備地区と位置付けており、市街化区域編入検討地区

でもあります。都市マスにおいて７か所定めた新規都市機能整備

地区の中で、直川地区とこの地区が開発の実現した地区であり、

鉄道の新駅開設をあわせもった魅力ある開発区域になっていま

す。その立地条件や開発の状況から見て大規模商業地区の土地利 

用を地区計画に定めることは適切であると考えます。 
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 山林開発や宅地造成については、森林法及び宅地造成等規制法

等の関係法令を遵守して、緑地を保全や造成宅地の安全を確保

し、調整池により下流河川への流出制御を行うなど、災害に強い

まちづくりを行っていきます。 

２ 

和歌山市中心市街地活性化

基本計画との整合性 

●中心市街地活性化事業と 

矛盾している。 

●中心市街地活性化基本計 

画を実行してほしい。 

●中心市街地の空洞化につ 

ながる。 

●中心市街地の商業が全滅 

する。 

 

 

 

和歌山市中心市街地活性化基本計画は平成１９年に内閣総理

大臣の認定を受け、概ね５か年の計画期間で現在実施中です。今

後も事業を推進し中心市街地活性化を図っていきます。また、当

地区計画では、中心市街地では充足できない商業機能を有した地

域として中心市街地を補完するとともに、両地域の役割分担や差

別化を図ることで中心市街地そのものを活性化していきたいと

考えています。 

大規模集客施設を出店予定される事業者には、地域密着型小

売業の事業特性への十分な配慮と連携、中心市街地での事業

展開、来店者の中心市街地への積極的な誘導策の実施など、

既存事業者や中心市街地との連携を具体的に実行していくよ

う要請していくとともに実現性を担保するため協定書の締結

等を検討していきます。 

３ 

大規模商業施設について 

●大規模商業地区１９．４ｈ 

ａは大きすぎる。 

●商業地区の合計が３１．５ 

ｈａと大きすぎる。 

●市内既存店舗への影響が 

大きい。 

●進出企業が撤退又は縮小 

する恐れがある。 

●大店は１万㎡未満、地域商 

業施設で十分である。 

●市内の大規模集客施設は 

すでに十分ある。 

●大規模集客施設が撤退す 

るリスクがある。 

 

 

 

地区計画区域は、和歌山市の北端で大阪府との府県境に接し、

国道２６号と南海電鉄本線で岬町と和歌山市中心部とつながっ

ています。また、東側に隣接して第二阪和国道和歌山岬道路が事

業決定され、将来は和歌山と大阪が地域高規格道路で接続されま

す。和歌山市は都市計画道路で新設される第二阪和国道と国道２

６号を地区計画区域で連絡させます。これにより、新駅開設と合

わせて新たな交通ネットワークが整備でき、区画整理地区と背後

の開発団地、鉄道による集客、新設第二阪和国道からの集客、駅

前のまとまった敷地といった条件が整い、既に大規模集客施設の

出店の意向が区画整理組合に届いています。鉄道・道路・大学・

住居と条件の整った場所は、和歌山市やその周囲を見渡しても他

にありません。この地区を商業施設用地として計画することは、

都市計画として矛盾するものではないと考えています。 

 近年、関西空港を核として泉州地域に多数の大規模集客施設が

開設されました。高速道路の整備も進んだため、過去には和歌山

市に集まっていた紀北や中紀圏の買物客が、大阪府まで行って楽

しく買い物が出来る状態になり、和歌山市をただ通過するだけに

なっています。和歌山市民も京阪神までマイカーで日帰りレジャ 



3 

 

  

ーができます。地区計画区域に商業施設を集めこれらの購買客を 

和歌山市の北端で受け止め大阪府への流出を制御し、行き帰りに

和歌山市中心部を通過させることで、地区計画区域だけでなく和

歌山市全域の活性化に努めたいと考えています。さらに、泉州地

域からの流入も期待しています。 

 和歌山市の既存店舗や既存商店街へのある程度の影響は避け

られませんが、周辺都市の比較では、和歌山市はこの１０年間に

人口が減りつづけ４％減少しました。海南市は９％、紀の川市は

５％同じく減少しています。しかし、岩出市は１０％人口が増え、

岸和田市から南の泉南地域も２％増加しています。和歌山市は県

庁所在地で和歌山県最大の都市であり、大阪府側の隣接する泉南

地域（５８万人）にも匹敵する都市はありません。これら隣接地

域の都市間競争に勝てなければ、さらなる人口減少、市勢の衰退

をまねきます。他都市に対してインパクトのある魅力ある施設は

必要です。和歌山の南端にレジャー施設のマリーナシティが有

り、北端に新たな商業拠点を作れば、和歌山市南北の都市軸がで

きあがり、都市の衰退を阻止し、ひいては発展に結びつけること

も考えられます。まちが活気付けば既存店舗の事情も好転すると

考えています。 

 当地区は、魅力ある商業用地でありますが、大規模集客施設の

万一の撤退については、協定書の内容に盛込み対処していきたい

と考えています。 

４ 

アクセス道路・生活環境等に

ついて 

●アクセス道路が国道２６ 

号だけである。 

●近隣住宅地域に悪影響を 

与える。 

 

 

 

 

 アクセス道路は現在の国道２６号だけではなく、新たに第二阪

和国道と地区計画区域を接続する都市計画道路を設置します。ま

た、南海電鉄に新駅を設置し平成２４年度に開設予定です。大規

模集客施設はこれらの施設の進捗に合わせて開設する予定です。 

既存の住宅区域と地区計画区域は、住居系と商業系と大きく性

格の異なるまちになります。このため地区計画区域南端に緩衝緑

地を設け、区域内は緑化に努め、建築物の外壁の色は、安らぎと

親しみを生み出す落着いた色調とし、屋外広告物は美観・景観に

配慮したものとします。良好な生活環境の確保、景観の保全を図

ります。 
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５ 

和歌山市長期総合計画との

整合性 

●和歌山市の土地利用方針 

にそぐわない。 

 

 

 

 

 和歌山市長期総合計画における都市構造形成の基本方針にお

いて、「中心核を地域核が惑星のように取り巻く多核型都市の形

成をめざします。」とありますが、中心核は中心市街地で都市基

盤・都市機能が集約された地域です。地域核は産業、流通、観光、

学術などの機能が蓄積した拠点で、地区計画区域の場合、和大の

学術、新規の商業施設と新興住宅を基盤とした地域核の形成が成

立します。さらに鉄道と道路で中心核と 10 分程度の移動時間で

連絡でき、多核型都市を形成できるものと考えます。 

６ 

和歌山市の方針 

●地元の物産や観光に力を 

いれるべき。 

●地元の商業の育成・整備に 

力をいれるべき。 

●大型商業施設の立地は規 

制すべきである。 

●歴史や文化などの地域性 

をいかしたまちづくりをす 

べきである。 

 

 

 

 

 

和歌山市は、地元の観光、産業、商業、文化等の維持・育成を

現在もこれからも実行していきます。和歌山市の発展・活性化の

ためには、近年の和歌山市の人口減少、市勢の衰退に歯止めをか

ける必要があります。和歌山県の中心都市、県下の交通の要とい

った地理的条件、交通条件等は十分に利がありますが、これに甘

えて行動を起こさなければ現在の状況は変わりません。和歌山市

の発展の起爆剤となるのが、この地区計画と直川用地利用計画で

す。これらの計画と、国の第二阪和国道、京奈和自動車道の事業

と合わせ、商業・産業施設の立地を促し、雇用や居住人口の確保

を図ります。この効果は今後二、三年の限定的なものになるにと

どまらず、広がりをもって地域の活性化に資するものと考えてい

ます。国政の状況からみて、国土軸から離れてしまっている和歌

山市の現状が好転することは容易ではありませんが、新たな展開

を促し活気ある地方都市にすることは可能です。引き続き多様な

施策を考えながら和歌山市の発展を目指していきます。 

 


